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自
公
連
立
政
権
で

「日本再建」　－

自
民
、
公
明
両
党
連
立

に
よ
る
第
二
次
安
倍
内
閣

が
十
二
月
二
六
日
夜
、
発

足
し
ま
し
た
。
自
公
両
党

は
三
年
三
カ
月
ぶ
り
の
政

権
復
帰
で
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
や
景
気
の

立
て
直
し
に
全
力
を
挙
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

組
閣
に
先
立
ち
開
か
れ
た

自
公
党
首
会
談
で
、
安
倍

首
相
と
山
口
代
表
は
、
連

立
政
権
合
憲
に

基
づ
き
「
危
機
突

破
内
閣
」
と
し
て
、

景
気
・
経
済
対
策

に
力
を
入
れ
る

と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
の
復

興
を
加
速
化
さ

せ
て
い
く
こ
と

を
確
認
。
公
明
党
か
ら

太
田
昭
宏
氏
が

国
土
交
通
相
と

し
て
入
閣
し
ま

した。

連
立
政
権
合
意
の
骨
子

「
東
日
本
大
農
災
の
復
興
を
最
優
先
に
し
て
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

国
民
の
命
を
守
る
防
災
・
減
災
の
為
の
公
共
投
資
を
計
画
的
に
実
施
。

一
、
大
型
補
正
予
算
を
編
成
・
成
立
さ
せ
、
景
気
対
策
に
万
全
を
期
す
。

成
長
分
野
に
お
け
る
大
胆
な
規
制
緩
和
な
ど
に
よ
り
、
名
目
三
％
以
上

の
経
済
成
長
を
実
現
。

一
、
消
費
税
に
軽
減
税
率
の
導
入
を
検
討
、
低
所
得
者
対
策
を
確
実
に
実

施。

一
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
加
速
的
な
導
入
等
に
よ

っ
て
、
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
を
減
ら
す
。

一
、
い
じ
め
対
策
、
不
登
校
対
策
、
通
学
路
安
全
対
策
等
を
充
実
さ
せ
る
。

幼
児
教
育
無
償
化
へ
、
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
る
。

一
、
日
米
同
盟
の
強
化
と
、
中
国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
等
近
隣
諸
国
と
の
信

頼
の
増
進
を
図
る
。
T
P
P
は
国
益
に
か
な
う
最
善
の
道
を
求
め
る
。

一
、
衆
院
の
選
挙
制
度
改
革
・
定
数
削
減
は
三
党
合
意
を
基
本
に
実
現
を

図
る
。
道
州
制
の
導
入
を
推
進
す
る
。


